
 

 

 

 

 未来の自分を思い描く～１年後・10年後・20年後～ 
「１年後は何をしていると思いますか？」と聞かれたら、何と答えるでしょう

か？これからの１年間で自分自身がその答えを出せるようにしていくこと（自分

の進路を決定すること）が大きな課題です。この１年で保護者の「教育を受けさ

せる義務」は終了です。 

進学したいという人、どういう目的で何を学ぼうと思うのでしょうか。学ぶ意

欲はありますか？また、就職したいという人、社会に出て、働くための資質が身に

付いているでしょうか？ 

先日の学年集会で、「10年後の自分がどうしているか考えてみましょう。」と

いう問いかけをしました。将来の自分自身のためにもどのような進路を選ぶか。し

っかりと考えていきましょう！また、自分の選んだ目標に向かって努力をしていき

ましょう！これからみなさんは、『自分の進路の決定』というとても大切なことを

考えなくてはいけません。「進路」という言葉から、「就職したい職種や会社、

あるいは進学したい学校」を思い浮かべるかもしれませんが、それだけのもので

はありません。「進路について考える」ということは、「生き方（人生設計）に

ついて考える」ということだと理解してください。 

10年後、20年後のあなたは、どんな仕事に就き、何をしていると思いますか？ 

    ◇腕のいい職人になっている。 

    ◇学校で取った資格を生かして会社の経営をまかされている。 

    ◇お客さんに信頼される営業担当者として活躍している。 

    ◇料理店を経営して最近考えた新メニューがちょっと評判になっている。 

  そして、あなたが将来、学校を卒業して就職する時には社会がどのように変化しているか、想像

できますか？これからの10年で世界は激変することでしょう。少子高齢化がますます進んで皆さん

が高齢者を支えるようになります。IT化が進んでAIやロボットが人間に代わって仕事をするように

なるでしょう。現在と比較して、この先なくなる仕事、新たに生まれる仕事、形態が大きく変わる

仕事が出てくることでしょう。そんな未来を生きるためには、これからどんな力を身に付けておか

なければならないのでしょうか。 

「社会の変化を予測して、10 年後、20年後の自分がどのようになりたいか」を考えること。それ

が進路を考えるということなのです。 
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保護者の皆様へ＝進路関係、昨年度との変更点＝ 

〇3 年生学年末テストの日程について 
 ・今年度は 12月 17日(木)、18日(金）の 2日間で実施します。（昨年度は 1月 15、16 日でした。） 
 ・各日の実施教科は、後日お知らせします。試験範囲の配付は、試験の 3週間前を予定しています。 
〇2 学期期末懇談について 
 ・内容は、主に志望校を最終決定、確認する懇談となります。 
 ・昨年度より 1週間ほど早い、12月 4日(金）～10日(木）に実施する予定です。 
〇入学試験願書の進路用顔写真について 
 ・高校によって顔写真の添付方法が異なるようになったため、進路用写真にかかる費用については 
  学校徴収金に含めていません。詳細については、学年ＰＴＡや進路説明会でお伝えします。 

 



 

 

 

奨学金は高校に入ってからでも申し込めるものもありますが、中学校のときに申し込まなければなら

ないものもあります。保護者の方に紹介してください。不明な点は、進路係（鎌田）までお願いします。 

交通遺児育英会奨学生 

１対象：保護者等が道路における交通事故で死亡もしくは、重い後遺障害で働けない家庭の子で、高校・

高専への進学を目指している中学３年生。 

２貸与額：月額２万円、３万円、４万円の中から出願者が選択する。 

※希望者には入学一時金（20万円、40万円、60万円）の貸与もあります。 

※奨学金・入学一時金とも無利子です。 

３返還：貸与期間終了後から６ヶ月据え置き、その後20年以内に年賦・半年賦・月賦のいずれかの方法

で返還する。 

※さらに上級の学校に進学した場合は、返還を猶予されます。 

４その他：保護者の収入金額が選考の対象になり、出願者の学力は問いません。また、他の奨学金との

併給も可です。 

５申 込：希望者は、HPから資料請求してください。（https://www.kotsuiji.com） 

  応募は 4月 1日～翌年 1月末までです。 

  詳しくは、交通遺児育英会奨学生のホームページを御覧ください。 

 

あしなが育英会高校奨学生予約 

１対象：病気や災害（道路上の交通事故を除く）、自死（自殺）などで、保護者等（父または母）が死

亡したり、１～５級の障がい認定を受けていて、経済的な援助を必要としている家庭の子ども

で、来春、高校または高専への進学を希望している中学３年生。 

２募集期間：2026年9月1日から12月15日 

３奨学金月額：３０，０００円（給付） 

※私立高校入学一時金（30万円）を貸与する制度もあります。 

 送金は入学後、別途審査あり。 

４募集人員：1､100人程度 

５返還：私立高校入学一時金については、高校卒業の半年後から20年以内に無利子で分割返済。 

    2026 年度から、高等学校・高等専門学校奨学金（高校奨学金）のオンライン申請を導入する予

定です。これにより、これまで必要だった申請書への記入が不要となり、パソコンやスマートフ

ォンからお申し込みいただけるようになります。 

    ただし、署名が必要な一部の書類や証明書につきましては、これまでどおり、郵送でのご提出

が必要です。なお、募集のポスター、チラシは、募集開始である９月 1 日ごろに改めて送付され

ます。詳しくは、あしなが育英会のホームページを御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

奨学生募集のお知らせ 

第一学院高等学校【通信制】 オープンスクール・学校説明会 
日時 4月 25日、5月 9日、23日、6月 13日、27日（全て土曜日）13：00～15:00 

場所：第一学院高等学校（北区北 7条西 4-4-1 第 5北海道通信ビル 5階）対象：中学生、保護者  

内容：キャンパス紹介、授業体験、入試説明、在校生への質問、個別相談 

申込方法：4 月 13 日に配付したチラシにある QR コード、もしくは第一学院のホームページから Web

で申し込んでください。 


